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共同住宅等 

建設住宅性能評価を受けた住宅と仮想住宅性能評価結果との比較（平均等級） 
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等級５ 

は建設住宅性能評価の実績データにおける平均等級（注） 

は仮想性能評価調査結果における平均等級 

＜住宅性能等級チャート図＞ 

注：平成 12 年 10 月から平成 14 年 3 月末日までの交付分の集計結果で、財団法人住宅リフォーム・紛争処理

支援センターにおいて集計したもの 

耐震等級 
（構造躯体の

倒壊等防止）

1－1

耐風等級 
（構造躯体の

倒壊等防止及

び損傷防止） 

1－3

感知警報装置
設置等級 
（自住戸火災時）

2－1 

感知警報
装置設置
等級（他住
戸火災時） 

2－2

耐火等級
（延焼のお

それのある

部分（開口

部）） 

2－5

耐火等級
(延焼のお

それのある

部分(開口

部以外)) 

2－6

劣化対策等級 
（構造躯体等） 

3－1 

維持管理対策等級 
（専用配管） 

4－1

維持管理対策等級
（共用配管） 

4－2
省エネルギー

対策等級 

5－1 

ホルムア
ルデヒド
放散等級
（合板） 

6－1 

透過 
損失等級 
（界壁） 

8－3 

透過損失
等級（外壁
開口部） 

8－4 

高齢者等

配慮対策

等級 

(専用部分) 

9－1 

高齢者等 

配慮対策等級

(共用部分) 

9－2 

（備考）2-5、8-4 において、仮想性能評価調査結果における平均等級の方が建設住宅性能評価の実績データに

おける平均等級を上回っているが、これらについては、立地条件等により求められる性能が変わるので、

必ずしも実際の評価住宅の方が性能が低いことを意味するものではない。 
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